
二
六

衆
議
院
か
ら
受
領
後
三
十
日
を
経
過
し
、
衆
議
院
の
議
決
が
国
会
の

議
決
と
な
っ
た
予
算
及
び
条
約
一
覧
表

国

会

回

次

件

名

提

出

衆
議
院

議

決

本

院

受

領

返

付

備

考

第
十
九
回

昭
和
二
十
九
年
度
一
般
会
計
予
算

昭
和二九、

一、二七

三、
四

修

正

三、
四

︱

四、
二
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
九
年
度
特
別
会
計
予
算

二九、
一、二七

三、
四

可

決

三、
四

︱

昭
和
二
十
九
年
度
政
府
関
係
機
関
予
算

二九、
一、二七

三、
四

修

正

三、
四

︱

第
三
十
回

︵
臨

時
︶

原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
お
け
る
協
力
の
た
め
の
日
本

国
政
府
と
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
連
合
王
国
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第
三
号
︶

三三、一〇、一四

一一、
一

承

認

一一、
一

一二、
一

一一、三〇
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

原
子
力
の
非
軍
事
的
利
用
に
関
す
る
協
力
の
た
め
の
日

本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
協
定
の

締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第
四
号
︶

三三、一〇、一四

一一、
一

承

認

一一、
一

一二、
一

原
子
力
の
非
軍
事
的
利
用
に
関
す
る
協
力
の
た
め
の
日

本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
協
定
を

改
正
す
る
議
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の

件︵
閣
条
第
五
号
︶

三三、一〇、一四

一一、
一

承

認

一一、
一

一二、
一

八
七
七

二
六
　
衆
議
院
か
ら
受
領
後
三
十
日
を
経
過
し
、
衆
議
院
の
議
決
が
国
会
の
議
決
と
な
っ
た
予
算
及

び
条
約
一
覧
表



国

会

回

次

件

名

提

出

衆
議
院

議

決

本

院

受

領

返

付

備

考

第
三
十
四
回

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び

安
全
保
障
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

︵
閣
条
第
一
号
︶

三五、
二、
五

五、二〇

承

認

五、二〇

六、一九
六、一八
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び

安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び

に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協

定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第
二

号
︶

三五、
二、
五

五、二〇

承

認

五、二〇

六、一九

第
四
十
八
回

千
九
百
六
十
三
年
十
二
月
十
七
日
に
国
際
連
合
総
会
決

議
第
千
九
百
九
十
一
号︵Ｘ

Ⅷ

︶に
よ
つ
て
採
択
さ
れ
た

国
際
連
合
憲
章
の
改
正
の
批
准
に
つ
い
て
承
認
を
求
め

る
の
件︵
閣
条
第
二
号
︶

四〇、
二、
三

四、三〇

承

認

四、三〇

五、三〇
五、二九
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

第
五
十
一
回

関
税
率
表
に
お
け
る
物
品
の
分
類
の
た
め
の
品
目
表
に

関
す
る
条
約
及
び
千
九
百
五
十
年
十
二
月
十
五
日
に
ブ

ラ
ッ
セ
ル
で
署
名
さ
れ
た
関
税
率
表
に
お
け
る
物
品
の

分
類
の
た
め
の
品
目
表
に
関
す
る
条
約
の
改
正
に
関
す

る
議
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣 

条
第
五
号
︶

四一、
三、二九

四、二六

承

認

四、二六

五、二六
五、二五
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

第
七
十
一
回

︵
特

別
︶

千
九
百
七
十
一
年
十
二
月
二
十
日
に
国
際
連
合
総
会
決

議
第
二
千
八
百
四
十
七
号
︵XXⅥ

︶
に
よ
つ
て
採
択
さ

れ
た
国
際
連
合
憲
章
の
改
正
の
批
准
に
つ
い
て
承
認 

を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第
一
号
︶

四八、
二、二〇

五、一〇

承

認

五、一〇

六、
九

六、
八
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

ア
フ
リ
カ
開
発
基
金
を
設
立
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第
二
号
︶

四八、
二、二〇

五、一〇

承

認

五、一〇

六、
九

原
子
力
の
非
軍
事
的
利
用
に
関
す
る
協
力
の
た
め
の
日

本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
協
定
を

改
正
す
る
議
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の

件︵
閣
条
第
一
二
号
︶

四八、
四、
四

七、一〇

承

認

七、一〇

八、
九
八、
八
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

第
七
十
二
回

渡
り
鳥
及
び
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
鳥
類
並
び
に
そ
の

生
息
環
境
の
保
護
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
政
府
と
の
間
の
条
約
の
締
結

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第
三
号
︶

四九、
二、一八

三、一九

承

認

三、一九

四、一八
四、一七
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

渡
り
鳥
及
び
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
鳥
類
並
び
に
そ
の

環
境
の
保
護
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め

る
の
件︵
閣
条
第
四
号
︶

四九、
二、一八

三、一九

承

認

三、一九

四、一八

第
八
十
回

日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
両
国
に
隣
接
す
る
大
陸

棚
の
北
部
の
境
界
画
定
に
関
す
る
協
定
及
び
日
本
国
と

大
韓
民
国
と
の
間
の
両
国
に
隣
接
す
る
大
陸
棚
の
南
部

の
共
同
開
発
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
の
件︵
閣
条
第
一
号
︶

五二、
二、一四

五、一〇

承

認

五、一〇

六、
九
六、
八
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

第
百
十
四
回

平
成
元
年
度
一
般
会
計
予
算

平
成元

、
二、
八

四、二八

可

決

四、二八

五、二八
五、二七
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

平
成
元
年
度
特
別
会
計
予
算

元
、
二、
八

四、二八

可

決

四、二八

五、二八

平
成
元
年
度
政
府
関
係
機
関
予
算

元
、
二、
八

四、二八

可

決

四、二八

五、二八

千
九
百
九
十
四
年
の
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協

定
の
譲
許
表
第
三
十
八
表︵
日
本
国
の
譲
許
表
︶の
修
正

及
び
訂
正
に
関
す
る
二
千
八
年
一
月
二
十
二
日
に
作
成

さ
れ
た
確
認
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

︵
閣
条
第
三
号
︶

二〇、
二、二二

五、一三

承

認

五、一三

六、一二

棚だ
な

棚だ
な

八
七
八



国

会

回

次

件

名

提

出

衆
議
院

議

決

本

院

受

領

返

付

備

考

第
三
十
四
回

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び

安
全
保
障
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

︵
閣
条
第
一
号
︶

三五、
二、
五

五、二〇

承

認

五、二〇

六、一九
六、一八
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び

安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び

に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協

定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第
二

号
︶

三五、
二、
五

五、二〇

承

認

五、二〇

六、一九

第
四
十
八
回

千
九
百
六
十
三
年
十
二
月
十
七
日
に
国
際
連
合
総
会
決

議
第
千
九
百
九
十
一
号︵Ｘ

Ⅷ

︶に
よ
つ
て
採
択
さ
れ
た

国
際
連
合
憲
章
の
改
正
の
批
准
に
つ
い
て
承
認
を
求
め

る
の
件︵
閣
条
第
二
号
︶

四〇、
二、
三

四、三〇

承

認

四、三〇

五、三〇
五、二九
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

第
五
十
一
回

関
税
率
表
に
お
け
る
物
品
の
分
類
の
た
め
の
品
目
表
に

関
す
る
条
約
及
び
千
九
百
五
十
年
十
二
月
十
五
日
に
ブ

ラ
ッ
セ
ル
で
署
名
さ
れ
た
関
税
率
表
に
お
け
る
物
品
の

分
類
の
た
め
の
品
目
表
に
関
す
る
条
約
の
改
正
に
関
す

る
議
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣 

条
第
五
号
︶

四一、
三、二九

四、二六

承

認

四、二六

五、二六
五、二五
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

第
七
十
一
回

︵
特

別
︶

千
九
百
七
十
一
年
十
二
月
二
十
日
に
国
際
連
合
総
会
決

議
第
二
千
八
百
四
十
七
号
︵XXⅥ

︶
に
よ
つ
て
採
択
さ

れ
た
国
際
連
合
憲
章
の
改
正
の
批
准
に
つ
い
て
承
認 

を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第
一
号
︶

四八、
二、二〇

五、一〇

承

認

五、一〇

六、
九

六、
八
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

ア
フ
リ
カ
開
発
基
金
を
設
立
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第
二
号
︶

四八、
二、二〇

五、一〇

承

認

五、一〇

六、
九

原
子
力
の
非
軍
事
的
利
用
に
関
す
る
協
力
の
た
め
の
日

本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
協
定
を

改
正
す
る
議
定
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の

件︵
閣
条
第
一
二
号
︶

四八、
四、
四

七、一〇

承

認

七、一〇

八、
九
八、
八
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

第
七
十
二
回

渡
り
鳥
及
び
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
鳥
類
並
び
に
そ
の

生
息
環
境
の
保
護
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
政
府
と
の
間
の
条
約
の
締
結

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第
三
号
︶

四九、
二、一八

三、一九

承

認

三、一九

四、一八
四、一七
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

渡
り
鳥
及
び
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
鳥
類
並
び
に
そ
の

環
境
の
保
護
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
政
府
と
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め

る
の
件︵
閣
条
第
四
号
︶

四九、
二、一八

三、一九

承

認

三、一九

四、一八

第
八
十
回

日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
両
国
に
隣
接
す
る
大
陸

棚
の
北
部
の
境
界
画
定
に
関
す
る
協
定
及
び
日
本
国
と

大
韓
民
国
と
の
間
の
両
国
に
隣
接
す
る
大
陸
棚
の
南
部

の
共
同
開
発
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
の
件︵
閣
条
第
一
号
︶

五二、
二、一四

五、一〇

承

認

五、一〇

六、
九
六、
八
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

第
百
十
四
回

平
成
元
年
度
一
般
会
計
予
算

平
成元

、
二、
八

四、二八

可

決

四、二八

五、二八
五、二七
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

平
成
元
年
度
特
別
会
計
予
算

元
、
二、
八

四、二八

可

決

四、二八

五、二八

平
成
元
年
度
政
府
関
係
機
関
予
算

元
、
二、
八

四、二八

可

決

四、二八

五、二八

千
九
百
九
十
四
年
の
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協

定
の
譲
許
表
第
三
十
八
表︵
日
本
国
の
譲
許
表
︶の
修
正

及
び
訂
正
に
関
す
る
二
千
八
年
一
月
二
十
二
日
に
作
成

さ
れ
た
確
認
書
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

︵
閣
条
第
三
号
︶

二〇、
二、二二

五、一三

承

認

五、一三

六、一二

棚だ
な

棚だ
な

八
七
九

二
六
　
衆
議
院
か
ら
受
領
後
三
十
日
を
経
過
し
、
衆
議
院
の
議
決
が
国
会
の
議
決
と
な
っ
た
予
算
及

び
条
約
一
覧
表



国

会

回

次

件

名

提

出

衆
議
院

議

決

本

院

受

領

返

付

備

考

第
百
六十九
回

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
オ
ラ
ン
ダ
王
国
と
の
間

の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第

八
号
︶

二〇、
三、
七

五、一三

承

認

五、一三

六、一二
六、一一
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
チ
ェ
コ
共
和
国
と
の
間

の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第

九
号
︶

二〇、
三、
七

五、一三

承

認

五、一三

六、一二

国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
の
締
結

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第
四
号
︶

二〇、
二、二二

五、二〇

承

認

五、二〇

六、一九
六、一八
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

千
九
百
四
十
九
年
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
コ
ス
タ
リ
カ

共
和
国
と
の
間
の
条
約
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
全
米
熱

帯
ま
ぐ
ろ
類
委
員
会
の
強
化
の
た
め
の
条
約︵
ア
ン
テ
ィ

グ
ア
条
約
︶の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣

条
第
七
号
︶

二〇、
二、二六

五、二〇

承

認

五、二〇

六、一九

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

の
間
の
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣

条
第
一
一
号
︶

二〇、
三、
七

五、二〇

承

認

五、二〇

六、一九

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス

ラ
ム
共
和
国
と
の
間
の
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
の
件︵
閣
条
第
一
二
号
︶

二〇、
三、
七

五、二〇

承

認

五、二〇

六、一九

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
貿
易
投
資
観
光
促
進
セ
ン
タ
ー

を
設
立
す
る
協
定
の
改
正
の
受
諾
に
つ
い
て
承
認
を
求

め
る
の
件︵
閣
条
第
五
号
︶

二〇、
二、二六

五、二二

承

認

五、二二

六、二一
六、二〇
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

包
括
的
な
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
及
び
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
連
合
構
成
国
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第
一
三
号
︶

二〇、
四、二五

五、二二

承

認

五、二二

六、二一

第
百
八十六
回

意
匠
の
国
際
登
録
に
関
す
る
ハ
ー
グ
協
定
の
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
改
正
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣

条
第
六
号
︶

二六、
三、一一

四、二二

承

認

四、二二

五、二二
五、二一
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

千
九
百
七
十
九
年
九
月
二
十
八
日
に
修
正
さ
れ
た
千
九

百
六
十
八
年
十
月
八
日
に
ロ
カ
ル
ノ
で
署
名
さ
れ
た
意

匠
の
国
際
分
類
を
定
め
る
ロ
カ
ル
ノ
協
定
の
締
結
に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第
七
号
︶

二六、
三、一一

四、二二

承

認

四、二二

五、二二

視
聴
覚
的
実
演
に
関
す
る
北
京
条
約
の
締
結
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第
一
〇
号
︶

二六、
三、一一

四、二二

承

認

四、二二

五、二二

八
八
〇



国

会

回

次

件

名

提

出

衆
議
院

議

決

本

院

受

領

返

付

備

考

第
百
六十九
回

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
オ
ラ
ン
ダ
王
国
と
の
間

の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第

八
号
︶

二〇、
三、
七

五、一三

承

認

五、一三

六、一二
六、一一
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

社
会
保
障
に
関
す
る
日
本
国
と
チ
ェ
コ
共
和
国
と
の
間

の
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第

九
号
︶

二〇、
三、
七

五、一三

承

認

五、一三

六、一二

国
際
物
品
売
買
契
約
に
関
す
る
国
際
連
合
条
約
の
締
結

に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第
四
号
︶

二〇、
二、二二

五、二〇

承

認

五、二〇

六、一九
六、一八
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

千
九
百
四
十
九
年
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
コ
ス
タ
リ
カ

共
和
国
と
の
間
の
条
約
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
全
米
熱

帯
ま
ぐ
ろ
類
委
員
会
の
強
化
の
た
め
の
条
約︵
ア
ン
テ
ィ

グ
ア
条
約
︶の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣

条
第
七
号
︶

二〇、
二、二六

五、二〇

承

認

五、二〇

六、一九

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

の
間
の
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣

条
第
一
一
号
︶

二〇、
三、
七

五、二〇

承

認

五、二〇

六、一九

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
及
び

脱
税
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ス

ラ
ム
共
和
国
と
の
間
の
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を

求
め
る
の
件︵
閣
条
第
一
二
号
︶

二〇、
三、
七

五、二〇

承

認

五、二〇

六、一九

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
貿
易
投
資
観
光
促
進
セ
ン
タ
ー

を
設
立
す
る
協
定
の
改
正
の
受
諾
に
つ
い
て
承
認
を
求

め
る
の
件︵
閣
条
第
五
号
︶

二〇、
二、二六

五、二二

承

認

五、二二

六、二一
六、二〇
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

包
括
的
な
経
済
上
の
連
携
に
関
す
る
日
本
国
及
び
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
連
合
構
成
国
の
間
の
協
定
の
締
結
に
つ
い

て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第
一
三
号
︶

二〇、
四、二五

五、二二

承

認

五、二二

六、二一

第
百
八十六
回

意
匠
の
国
際
登
録
に
関
す
る
ハ
ー
グ
協
定
の
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
改
正
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣

条
第
六
号
︶

二六、
三、一一

四、二二

承

認

四、二二

五、二二
五、二一
衆
議
院
の
議
決
が

国
会
の
議
決
と
な
っ
た
。

千
九
百
七
十
九
年
九
月
二
十
八
日
に
修
正
さ
れ
た
千
九

百
六
十
八
年
十
月
八
日
に
ロ
カ
ル
ノ
で
署
名
さ
れ
た
意

匠
の
国
際
分
類
を
定
め
る
ロ
カ
ル
ノ
協
定
の
締
結
に
つ

い
て
承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第
七
号
︶

二六、
三、一一

四、二二

承

認

四、二二

五、二二

視
聴
覚
的
実
演
に
関
す
る
北
京
条
約
の
締
結
に
つ
い
て

承
認
を
求
め
る
の
件︵
閣
条
第
一
〇
号
︶

二六、
三、一一

四、二二

承

認

四、二二

五、二二

八
八
一

二
六
　
衆
議
院
か
ら
受
領
後
三
十
日
を
経
過
し
、
衆
議
院
の
議
決
が
国
会
の
議
決
と
な
っ
た
予
算
及

び
条
約
一
覧
表


